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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 駆動手段を駆動させて吸引口から空気を吸引する吸引源と、該吸引口に接続された吸引
チューブと、該吸引チューブに接続されたフィルターユニットと、該フィルターユニット
に接続された吸取りチューブとを含み、該吸引源を駆動させて該吸取りチューブの先端か
ら人体の所定部分の体液を吸入し、該吸入した体液をフィルターユニット内へ導いて溜め
、空気のみを該フィルターユニットから該吸引チューブを介して吸引源へ導く体液吸引シ
ステムにおいて、前記体液溜め室の吸取りチューブ側に逆流防止弁が設けられ、該体液溜
め室の吸引チューブ側にＨＥＰＡフィルターが設けられた体液吸引システム。
【請求項２】
 前記吸引チューブが前記吸取りチューブよりも長い請求項１に記載する体液吸引システ
ム。
【請求項３】
 前記吸引チューブの内径が前記吸取りチューブの内径よりも大きい請求項１又は請求項
２のいずれかに記載する体液吸引システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、詰まった痰や鼻汁を取り出すために用いる体液吸引システムに関する。
【０００２】
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【従来の技術】
体力の弱った病人や年配者では、喉に詰まった痰を自力で吐き出せない場合があり、医療
施設や介助者による痰の取り出しが行われている。同様に、幼児などが鼻汁を詰まらせた
場合には、親などが自身の口で鼻汁を吸い出したりしている。医療施設などでは、真空ポ
ンプなどの吸引源を用いてこれらの体液を取り出しているが、吸引装置が大型になるため
移動しにくかったり、使用後の吸入管や痰壺の洗浄や消毒が面倒であったりした。また、
洗浄や消毒を行っても、再使用する場合には常に感染症の危険があった。
【０００３】
一方、こういった吸引装置の無い一般家庭では、吸入チューブをストローのように用いて
、口で吸い出す方法がとられてきた。このため、痰などが口の中に入り込むことがあって
、患者の病気が感染する恐れがあり、衛生上あるいは精神上の大きな問題になっていた。
【０００４】
そこで、このような課題を解決するべく、使い捨ての体液フィルターユニット及び体液吸
引器が本発明者によって案出されている（特願平１１－３２３５１５、ＰＣＴ／ＪＰ００
／０８０６４）。この使い捨ての体液フィルターユニット等は、体液フィルターユニット
と、吸引源と、吸引チューブと、吸取りチューブとを組み合わせた体液吸引システムとし
て使用される。
【０００５】
そこで、更に安全性が高く、且つ、取扱いの容易な体液吸引システムが望まれている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
すなわち、本発明は、更に安全性が高く、且つ、取扱いの容易な体液吸引システムを提供
して患者の生活の質を向上させることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の体液吸引システムは、駆動手段を駆動させて吸引口から空気を吸引する吸引源と
、該吸引口に接続された吸引チューブと、該吸引チューブに接続されたフィルターユニッ
トと、該フィルターユニットに接続された吸取りチューブとを含み、該吸引源を駆動させ
て該吸取りチューブの先端から人体の所定部分の体液を吸入し、該吸入した体液をフィル
ターユニット内へ導いて溜め、空気のみを該フィルターユニットから該吸引チューブを介
して吸引源へ導く体液吸引システムにおいて、前記吸引チューブの流体摩擦が前記吸取り
チューブの流体摩擦よりも少ないことを特徴とする。
【０００８】
また、本発明の体液吸引システムは、駆動手段を駆動させて吸引口から空気を吸引する吸
引源と、該吸引口に接続された吸引チューブと、該吸引チューブに接続されたフィルター
ユニットと、該フィルターユニットに接続された吸取りチューブとを含み、該吸引源を駆
動させて該吸取りチューブの先端から人体の所定部分の体液を吸入し、該吸入した体液を
フィルターユニット内へ導いて溜め、空気のみを該フィルターユニットから該吸引チュー
ブを介して吸引源へ導く体液吸引システムにおいて、前記吸引チューブ及びフィルターユ
ニットの流体摩擦が前記吸取りチューブの流体摩擦よりも小さいことを特徴とする。
【０００９】
また、本発明の体液吸引システムは、前記体液吸引システムにおいて、前記吸引チューブ
が前記吸取りチューブよりも長いことを特徴とする。
【００１０】
また、本発明の体液吸引システムは、前記体液吸引システムにおいて、前記吸引チューブ
の気体摩擦が前記吸取りチューブの液体摩擦よりも小さいことを特徴とする。
【００１１】
また、本発明の体液吸引システムは、前記体液吸引システムにおいて、前記吸引チューブ
の内径が前記吸取りチューブの内径よりも大きいことを特徴とする。
【００１２】
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また、本発明の体液吸引システムは、駆動手段を駆動させて吸引口から空気を吸引する吸
引源と、該吸引口に接続された吸引チューブと、該吸引チューブに接続されたフィルター
ユニットと、該フィルターユニットに接続された吸取りチューブとを含み、該吸引源を駆
動させて該吸取りチューブの先端から人体の所定部分の体液を吸入し、該吸入した体液を
フィルターユニット内へ導いて溜め、空気のみを該フィルターユニットから該吸引チュー
ブを介して吸引源へ導く体液吸引システムにおいて、前記吸引源を駆動させて前記吸取り
チューブから体液の吸取を開始した後、該吸取りチューブの流体摩擦が略一定に安定する
ことを特徴とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に係る体液吸引システムの一の実施形態について、図面に基づいて詳しく説
明する。
【００１４】
図１及び図２は、本発明に係わる体液吸引システムの特に有用な実施態様である体液吸引
システム２００を示す。この体液吸引システム２００は、駆動手段を駆動させて吸引口２
０２から空気を吸引する吸引源２４と、吸引口２０２に接続された吸引チューブ２１と、
吸引チューブ２１に接続されたフィルターユニット１０と、フィルターユニット１０に接
続されたカテーテル（吸取りチューブ）２０とを含む。体液吸引システム２００は、吸引
源２４を駆動させてカテーテル２０の先端２１２から人体２１４の体液１００を吸入し、
吸入した体液１００をフィルターユニット１０内へ導いて溜め、空気のみをフィルターユ
ニット１０から吸引チューブ２１を介して吸引源２４へ導くことが可能である。
【００１５】
また、体液吸引システム２００の吸引チューブ２１及びフィルターユニット１０の流体摩
擦は、カテーテル２０の流体摩擦よりも小さい。すなわち、吸引チューブ２１の圧力損失
の値とフィルターユニット１０の圧力損失の値との合計値は、カテーテル２０の圧力損失
の値よりも小さい。また、体液吸引システム２００の吸引チューブ２１は、カテーテル２
０よりも長い。また、体液吸引システム２００の吸引チューブ２１の内径は、カテーテル
２０の内径よりも大きい。
【００１６】
体液吸引システム２００のフィルターユニット１０は、図３に示すように、体液１００を
吸入するための吸入チューブ２０に連結される吸入口１４と、空気と共に吸入した体液１
００を空気と分離して溜める密閉された体液溜め室１８と、吸入した空気を通過させるフ
ィルター１２と、吸引源２４とつながる吸引口１６とを含む。なお、逆流防止弁９４が設
けられている。また、ＨＥＰＡフィルター（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｐａｒｔ
ｉｃｕｌａｔｅ　Ａｉｒ　Ｆｉｌｔｅｒ）９６が設けられ、体液溜め室１８との相乗効果
により体液１００が吸引チューブ２１へ入り込まないように構成されている。
【００１７】
このような体液吸引システム２００を人体２１４の気管支の体液１００を取り除くために
使用する場合には、カテーテル２０の先端２１２が人体２１４の気管支内へ入れられ、フ
ィルターユニット１０内へ溜められる。空気のみが、吸引チューブ２１を介して吸引源２
４へ吸引される。
【００１８】
体液吸引システム２００の稼動中、図４の実線αで示すように、体液吸引システム２００
の吸引圧力は、カテーテル２０の先端２１２からの距離に従って負方向の絶対値が増大す
る。また、カテーテル領域Ａにおいて吸引圧力が急激に変化し、フィルターユニット領域
Ｂ及び吸引チューブ領域Ｃにおいて吸引圧力が殆ど変化しない。これは、吸引チューブ２
１及びフィルターユニット１０の流体摩擦は、カテーテル２０の流体摩擦よりも小さいか
らである。このため、実線αは、実線βと異なり、ＪＩＳ規格の圧力Ｐ0 （４０ｋＰａ）
を示す点線γから負方向へ離れることがない。
【００１９】
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一方、従来の体液吸引手段の場合、図４の実線βで示すように、フィルターユニット領域
Ｂ及び吸引チューブ領域Ｃにおいても吸引圧力が急激に変化する。ここに、従来の体液吸
引手段とは、図５に示すように、吸引源２２０と、吸引チューブ２２２と、フィルター２
２４と、吸引瓶２２６と、カテーテル２２８とを組み合わせて構成した体液吸引手段２３
０である。体液吸引手段２３０の場合、カテーテル２２８が吸引チューブ２２２よりも長
い。また、吸引瓶２２６から吸引源２２０へ向かって体液が流出することもあり、吸引瓶
２２６、吸引チューブ２２２及びフィルター２２４を含む部分の流体摩擦がカテーテル２
２８の流体摩擦よりも大きくなり得る。
【００２０】
また、体液吸引システム２００の場合、図６に実線Δで示すように、その稼動開始後、時
間の経過に伴い、吸引圧力がＪＩＳ規格の圧力Ｐ0に近い値で安定する。これは、体液１
００が吸引チューブ２１に入り込むことがなく、フィルターユニット１０の流体摩擦がカ
テーテル２０の流体摩擦よりも小さいこと等の理由による。
【００２１】
一方、従来の体液吸引手段２３０の場合、稼動開始後、時間の経過に伴い、カテーテル２
２８及び延長チューブ２２９に体液１００が充満すると、図６に実線εで示すように、吸
引圧力がＪＩＳ規格の圧力Ｐ0 よりも負方向の絶対値が大きくなるような変化が生じる。
【００２２】
以上、本発明の体液吸引システムの実施形態について、図面に基づいて詳しく説明したが
、本発明の体液吸引システムは他の実施形態でも実施し得る。
【００２３】
例えば、フィルターユニットは、吸入した体液を溜め、空気のみを吸引チューブへ送れる
ものであれば良い。
【００２４】
その他、本発明の技術的範囲には、その趣旨を逸脱しない範囲で当業者の知識に基づき種
々なる改良，修正，変形を加えた態様も含まれる。また、同一の作用又は効果が生じる範
囲内で、いずれかの発明特定事項を他の技術に置換した形態で実施しても良い。また、一
体に構成されている発明特定事項を複数の部材から構成しても、複数の部材から構成され
ている発明特定事項を一体に構成した形態で実施しても良い。
【００２５】
【発明の効果】
本発明の体液吸引システムによれば、吸引チューブ、又は、吸引チューブ及びフィルター
ユニットの流体摩擦が、吸取りチューブの流体摩擦よりも小さいため、
吸引チューブをより長くしても、流体摩擦の増大を極力押さえることができる。このため
、吸引チューブをより長くして、フィルターユニットから吸引源に至る経路を長くするこ
とにより、病原菌等が体液吸引システムの外部へ漏れるのを防止できる。このため、安全
性を高めることができる。また、吸引源等を洗浄する必要性が少なくなるので、携帯性が
良くなり患者の生活の質が良くなる。
【００２６】
また、吸引チューブが吸取りチューブよりも長い本発明の体液吸引システムによれば、吸
引チューブをより長くして、フィルターユニットから吸引源に至る経路を長くすることが
できる。
【００２７】
また、吸引チューブの内径が吸取りチューブの内径よりも大きい本発明の体液吸引システ
ムによれば、吸引チューブ内の流体摩擦が吸取りチューブ内の流体摩擦に比して必然的に
小さくなる。このため、吸引チューブをより長くすることが可能となる。
【００２８】
また、体液の吸取を開始した後吸取りチューブの流体摩擦が略一定に安定する体液吸引シ
ステムによれば、吸引圧力が急激に変化することがないため、過度な吸引圧力によって人
体を傷付けることがない。
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【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明に係る体液吸引システムの一例を示す。
【図２】図２は、図１に示す体液吸引システムの配管図である。
【図３】図３は、図１に示す体液吸引システムのフィルターユニットの断面図を示す。
【図４】図４は、図１に示す体液吸引システムを使用した場合のカテーテル先端からの距
離と吸引圧力との関係を示すグラフである。
【図５】図５は、従来の体液吸引システムの一例を示す。
【図６】図５は、図１に示す体液吸引システムを使用した場合の吸引時間と吸引圧力との
関係を示すグラフである。
【符号の説明】
１０：フィルターユニット
１２：フィルター
１４：吸入口
１８：体液溜め室
２０：カテーテル（吸取りチューブ）
２１：吸引チューブ
２４：吸引源
１００：体液
２００：体液吸引システム
２０２：吸引口
２１２：先端
２１４：人体

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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